


 

 は じ め に 

 

 知識基盤社会化、グローバル化が言われる現代の社会状況や、子どもたちの学力の課題

等を踏まえて、学習指導要領では、社会的事象を多面的・多角的に考察したり、社会的事

象の意味を考えたりする力が一層求められています。また、その基になる力として、資料

活用能力の育成も重要であるとしています。 

 

  「多面的にとらえること」とは、社会的事象の様々な側面を比較したり、関連付けたり

して調べ、その特色を理解することで、「多角的にとらえること」とは、社会的事象を様々

な角度から考察し、理解することです。 

 授業において、ただ何となく思考するのではなく、これまでの学習で得た知識や資料、

子どもたちが自らの生活経験などに基づいて、自分の見方や考え方を広げることが求め

られています。その際に、一つの視点からだけ考えたり、固定的な見方で決めつけたりし

ていては、自分の見方や考え方は広がりません。複数の視点から考えを導き出したり、自

分の考え方と違う人の意見を聞いたりすることで、自分の見方や考え方を広げることに

つながります。 

 

 本研究部会は、平成 25年度から小・中学校の５名の研究員で３年間の研究をスタート

させました。その際に、研究員それぞれが感じている子どもの実態や身につけさせたい

力、目指す授業像などじっくり話し合いをしたり、互いの授業を参観し合ったりしてきま

した。 

 そうした中で、子どもは、社会的事象を一面的にしか捉えていなかったり、自分の考え

を表現し発表することを苦手としていたりする姿が見られました。これらの実態から、子

どもが「何でだろう」「どうしてだろう」と思う教材と出会い、それまでの見方や考え方

がゆさぶられ、社会的事象について追究する授業づくりがしたいという願いのもと、研究

テーマを「社会的事象を自らの生活とつなげながら、多面的・多角的に深め合う授業づく

り」と設定し、研究を進めました。 

 

 社会的事象を多面的・多角的にとらえさせるための工夫や、自らの生活につなげて深め

合う授業づくりを、各研究員が考え、研究部会に持ち寄って検討し、授業で実践しました。

そして、研究員だけでなく、授業研究セミナーにご参加いただいた市内の先生方と共に授

業での子どもの様子を振り返り、協議を重ねてきました。本書において、その足跡をたど

っていただいたり、今、この研究報告書を手にとってお読みいただいている皆様にも、新

たな発見と、今までの社会科の授業観に変化が起きることを願っています。 

 

 最後になりましたが、横浜国立大学名誉教授 影山清四郎先生には、３年間にわたり、

温かく、そして丁寧にご指導をいただきましたことに心より感謝申し上げます。 

 

  2016年（平成 28年） 3月 

                                 藤沢市教育文化センター長   上條  茂 
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おわりに

社会科をどう教えたらよいのだろう、子どもたちにどんな力をつけたらよいのだ

ろうかと当初「社会的事象を多面的・多角的にとらえ、自分の生活と結びつけて考

える授業づくりをめざして」というテーマを設定し、研究を進めていく中で、本当

につなげていくべきなのは、「今後の生活」とではないかと捉えそこには、「自分

の考え、想い、願い、経験、未来への展望 等」が含まれていると考えました。

そこで、テーマを「社会的事象を自らの生活とつなげながら、多面的、多角的に深

め合う授業づくり」と改訂して取り組みました。「表現力の育成」に引き続き「深

め合う授業づくり」へ広げ、さらに「表現することから、自らの生活につなげて深

め合う」ことについては、教師の創意工夫によって様々な展開が可能になることや、

社会科を教えるなかで、どのように「深め合う授業づくり」を進めていくかを意識

することの大切さを改めて実感しました。また、小中の連携の必要さを感じました。

大きな財産を得ることができたと思います。

この間、影山清四郎先生には厳しい中にも温かい励ましのあるご指導をいただき

ました。先生が話される一言一言は社会科を学び指導することへの勇気のようなも

のを与えていただいたと感じております。心より感謝申し上げます。今後もご指導

お願いいたします。

最後になりましが、研究員所属校の校長先生をはじめ教職員の皆様には大変お世

話になりました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
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